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リ グ ニ ン 菌 分 解 の メ カ ニ カ ル パ ル プ 製 造 へ の 応 用

　 　 （神 戸 製 鑛 ・生 物 研 ）　 0 綴 野 由 憲 ，　西 田 友 昭 t 　商 原 義 昌

　 　 （九 大 ・農 ・林 産 ｝　 　 　 藤 田 弘 毅 ，返 藤 臨
・Pt郎 ，坂 井 克 己

1 。 髄 　 　木 材 中 の リ グ ニ ン を 微 生 物 で 渉 解 す る こ と に よ っ て 、　メ カ ニ カ ル パ ル プ 製 遺

時 の 解 纖 エ ネ ル ギ ー
を 節 減 す る こ と が 試 み ら れ て い る が、 既 知 葭 株 で は リ グ ニ ン 分 解 活 性

が 不 充 分 な た め ． 長 期 の 培 養 期 間 （2 週 間
一 60 日 ） を 要 し、 実 用 化 を 阻 む 主 因 と な っ て

い る。 最 近 演 者 ら は 、 木 材 中 の リ グ ニ ン を 高 度 に か つ 選 択 的 に 分 解 す る 微 生 物 IZIi一正5 哇株 を

分 雕 す る こ と に 成 功 し た の で i ） 、 本 幽 株 を 適 用 す る

．
こ と に よ り ． 実 fil的 な バ イ オ パ ル ピ ン

グ プ ロ セ ス を 開 発 す る こ と を 本 研 究 の 目 的 と し た 。

2 ． SLEk　 　 広 粟 樹 （ブ ナ ） お よ び 針 梁 樹 （ス プ ル ース ．　ア カ マ ツ ） の 粗 砕 パ ル プ に IZU ・

夏54 株 を 接 種 培 蓋 し、 重 量 減 少 摩 が 数 ％ に な っ た と こ ろ で 解 繊 し て メ カ ニ カ ル パ ル プ と し た。

こ の 隙 の 消 費 電 力 と 得 ら れ た パ ル プ の 強 渡 を 、 菌 を 機 種 し な か っ た

．
も の と 比 較 し た 、

3 ． WW 　 　 @ ブ ナ 粗 静 パ ル プ をIZU ・154 株 で 1 週 間 菌 処 理 す る こ と に より、「 解 繊 エ

ルギ ー が約2／ 3 蔀減 し ． パ ル プ 強 度 が 約 2 倍 に 向 上し た 。ま た 、 針 葉 樹は 一 般 に 微 生 物

よ る リ グ ニ ン 分 解 を う け難いが 、 　 ア カ マ ツ 粗 砕 パ ル プ を 1 週 間 萌 処 理 し た 緒 果 ． 解 繊

ネ
ル

ギーが約 1 ！ 3 節 減 し 、 特 に 引 彊 り 強 度 が 上昇し た 。　ま た ． 　ス プ ル ー ス に 贋 し て も同様
効 ． 果 が 認 め ら れ た 。 すなわち、IZU − 154 檬 に よる菌 処 理 を ・ メ カ ニ カ ル パ ル ピ ン グ ブ m
ス に 応 用 す る こ と で 、省

エ
ネ ル ギ ー 的 ． に 萵 品 質 な パ ル プ を 短 期 聞 で 製 遣 す る こ

とが
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、 堀

田　 康司、
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木 　健＊＊ 、 永 井史 郎 ＊ 1 ）目的 　　 5 一 アミ ノ レ ブ リ ン ．酸 （ALA ）はテ トラ ビ ロ

ル 化 合 物 の 前 段階 物質 と し て 生 体 中 で 璽
要
な 役 割 を 果 たして い る ケ ト ア． ミ ノ 酸 で あ り

種 々 の 生 理 活牲を 有 す る こ と が 期 待 さ れ る 。 す で に 我 々は 光 会 成 細 菌 に ALA 脱 水 酵

く ALAD ） の 阻 害剤、レブ リ ン 酸（ LA ） を 添 加 1 し 、 　 ALA を 培
地 中 に蓄積 さ せ う ること

報 告 し た ＊ 1 ’2 ， 。し か し 、 培

n に LA が 残 存 す る 難 点も あ っ た e 　 今 回我 々 は ALAD 活 性 の 低 い 菌 株 を 得 て 、 　 L

ｳ 添 加で の ALA 生 産 を 行 うこ と を 目 的 と し 、 同幽 に NTG 変 異 を 施 し い く っ か の

異 株と若干 の知 見を 得 た ので報告する。 2 ）方法　　親 菌株 は廼odobacter 　 量 p 遮 皇 £ 重 垂 盤 （ IF

@12203 ） と し 、 変 異 薬 剤は NTG を 用い 、ポ ル フ ォ ビリ ノ ーゲ ン要 求 性 によ っ

目 的変異株の 選 択を常
法

どおり行った 。 培 養 は glutamate − malate 培地 を 使 用 し 、 嫌 気 明 条 件（ 5kl

， 30 ℃ ） で5日間 培 養 を 行 っ た 。 　 A 　 L A 生 産 に は 1 ． 5 容 ルービンを 用 い て 、 培 地にグ リ

ン 、 コ
ハ ク 酸 を 60mM 添 加 して 行

っ た 。 　 A LA

　 ALAD は前 報 Sl ’ 2 ｝ に 準じ て 測 定 し た 。 3 ） 結 果 　 　 得 ら れ た 変 異 株 の う ち

A 生 成 能 の も っと も 高い 1 − 17 株 は 親 株
に

比 べ て ALAD 活 性 が約 半 分 であ っ た 。 ま

1 − 17 株 を 培 養 し た と こ ろ 、 　 LA を 添 加 しな

ても 培 地 中 にALA を蓄積 す るこ と がわ
か
った。 参 考文 献　‡1Sasaki 　et 　al．，J．Fee
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